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土石流 がけ崩れ危険箇所

E
●

世
r

‐ 土石流
土石流とは、土・石・砂などが集中豪雨な
どで大量の水とまじり合つて、津波のよ
うに流れ出てくる現象です。

■■ がけ前れ
がけ崩才孔とlよ、雨により地中にしみこん
だ水分が上の抵抗力を弱め、斜面が突然
崩れ落ちる現象です。

●

正分避難場所
土砂災害発生時、村が予定している避難
場所です。

小学校

イ
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土
砂
奨
害
防
止
に
つ
い
て

土
砂
災
害
は
毎
年
の
よ
う
に
全
国
各
地
で
発
生
し

て
お
り
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
大
き
な
被
害
を
与
え

て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
一
方
で
、
新
た
な
宅
地
開
発
が
進
み
、

そ
れ
に
伴

っ
て
土
砂
災
害
の
発
生
す
る
お
そ
れ
の
あ

る
危
険
な
箇
所
も
年
々
増
加
し
続
け
て
い
ま
す
。

村
及
び
県
で
は
、
そ
の
よ
う
な
災
害
か
ら
人
命
や

財
産
を
守
る
た
め
、
土
砂
災
害
の
お
そ
れ
の
あ
る
区

域
を
指
定
し
て
あ
り
ま
す
。

村
民
の
関
心
と
認
識
を
深
め
る
た
め
、
最
新
の
土

砂
災
害
危
険
箇
所
図
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。



今
帰
仁
小
の
児
童
が

ア
ワ
を
収
穫

作
物
を
収
穫
し
、
楽
し
く
農
業

を
体
験
し
て
も
ら
お
う
と
、
村
農

業
委
員
会
（比
嘉
峯
夫
会
長
）が
主

催
し
て
、
七
月
十
二
日
、
今
帰
仁
小

学
校
の
児
童
が
ア
ワ
の
収
穫
作
業

を
行

っ
た
。

村
の
子
供
た
ち
の
教
育
に
役
立

て
て
ほ
し
い
と
天
底
区
の
ア
ワ
畑
、

一
人
〇
〇
坪
を
提
供
し
た
の
は
村

農
業
委
員
の
神
谷
繁
勝
さ
ん
（天
底
）。

農
業
委
員
が
ア
ワ
の
刈
り
取
り

方
な
ど
を
説
明
し
た
後
、
は
さ
み

を
手

に
四
、
五
年
生
八
十
八
人
が

一
斉
に
茶
色
に
熱
し
た
ア
ワ
を
刈

り
取

っ
て
行

っ
た
。

比
嘉
農
業
委
員
会

々
長
は
Ｆ
」

の
体
験
を
と
お
し
て
、
曲辰
業
に
感

謝
す
る
よ
う
な
人
に
育

っ
て
ほ
し

い
」
と
話
し
て
い
た
。

＞

ハ
サ
ミ
を
手
に
ア
ワ
を

収
穫
す
る
子
ど
も
た
ち

こ
の
夏

一
番
と
思
わ
れ
る
猛
暑

の
中
、
第

一
回
乙
羽
岳
「森

の
お
祭

り
」
が
六
月
二
十
六
、
一
一十
七
の
両

日
、
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
催
し
は
、
村
役
場
や
関
係

団
体

の
協
力
を
得

て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
今
帰
仁
ふ
る
さ
と
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
が
主
催
し
た
も
の
で
す
。

乙
羽
岳
は
植
生
の
種
類
が
豊
富

で
、
希
少
な
昆
虫
類
や
野
鳥
が
た

く
さ
ん
生
息
し
て
い
ま
す
。
＞」
の

よ
う
な
貴
重
な
自
然
は
、
村
民
が

日
常
的
に
訪
れ
る
こ
と
で
、
守
ら

れ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
考
え

「
乙
羽
の
森
か
ら
眺
め
て
み
ま
せ

ん
か
、
ふ
る
さ
と
今
帰
仁
を
１
乙

羽
の
森

で
語

っ
て
み
ま
せ
ん
か
、

ふ
る
さ
と
今
帰
仁
を
１
ふ
る
さ
と

再
発
見
、
乙
羽
の
森
の
物
語
」
を
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

に
掲
げ
、
乙
羽

岳
の
頂
上
か
ら
ふ
る
さ
と
再
発
見

と
平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し

よ
う
と
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
平
和

の
象
徴
で
あ
る
約
百
羽
の
鳩
が
大

男
子

・
北
山
高

女
子

・
天
底
小村

Ｐ
Ｔ
Ａ
パ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

村
内
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
相
互
の
交
流
を

　

男
子

の
決
勝
戦
は
、
駅
伝

図
る
こ
と
を
目
的
に
第
二
十
九
回

　

部
の
応
援
を
バ
ッ
ク
に
勝

村
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が

　

ち
進
ん
で
き
た
北
山
高
が

七
月
四
日
、
村
民
体
育
館

で
開
か

　

逆
転
で
今
帰
仁
小
を
下
し
、

れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
女
子
の
決
勝
戦
は
今
大
会

村
内

の
各
小
、
中
学
校
を
は
じ

　

の
事
務
局
を

つ
と
め
た
天

め
北
山
高
か
ら
男
子
人
チ
ー
ム
、
　

底
小
が
今
帰
仁
小
を
ス
ト

女
子
七
チ
ー
ム
が
出
場
し
て
熟
戦

　

レ
ー
ト
で
下
し
勝
利
を
飾

を
繰
り
広
げ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
た
。 に

来
冠

t

▲前評判どおり優勝した天底小PTA女子チーム

乙
羽
岳
か
ら

平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
今
帰
仁
ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

代
表
　
石
川
清
和

ヽ

田

空
に
放
た
れ
、
い
ま
じ
ん
太
鼓
が

力
強

い
演
舞
を
披
露
し
、
太
鼓

の

音
が
山
並
に
響
き
渡

っ
た
。

そ
し
て
、
＞」
の
企
画
の
趣
旨
に

賛
同
し
た
フ
オ
ー
ク
歌
手
の
佐
渡

山
豊
氏
と
そ
の
仲
間
違
に
よ
る
コ

ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
、
心ヽ
地
よ
い

乙
羽
の
森
の
ひ
と
時
と
な

っ
た
。

ま
た
、
バ
ン
ガ
ロ
ー
を
活
用
し
て
、

村
内
の
写
真
家
に
よ
る
今
帰
仁
の

あ
る
風
景

の
写
真
展
や
仲
宗
根
、

仲
尾
次
、
中
央
保
育
所

の
協
力
に

よ
り
園
児
達
の
絵
画
が
展
示
さ
れ
、

二
日
間
だ
け
の
森
の
美
術
館
が
誕

生
し
た
。

▲約100羽の鳩が放たれた開会セレモニー

ゝ
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村
外
の
ナ
チ
ジ
ン
チ
ュ
に

浦
添
市
西
原

一
九
三
九
年
七
月
十
九
日
生

崎
山
出
身

現
在
琉
球
大
学
理
事

・
副
学
長

今
帰
仁
村
崎
山
か
ら
現
住
所
を

変
え
た
の
は
四
十
六
年
前
の
琉
球

大
学
に
入
学
し
た

一
九
五
八
年
で

あ
り
ま
し
た
。

崎
山

に
生
れ
、
育

っ
た

の
は
十

八
年
余

に
し
か
過
ぎ
な

い
の
に
、

今帰仁交番に
6人の

ボランテイア

平
良
初
男
さ
ん

今
帰
仁
村
と
か
、
崎
山
と
か
、
ま
た

は
北
山
高
校
な
ど
と

い
う
言
葉
の

響
き

の
な
ん
と
心
地
よ
く
、
心

の

奥
深
く
に
ま
で
滲
み
わ
た

っ
て
懐

か
し
く
思
わ
れ
る
こ
と
か
。
＞」
の

よ
う
な
感
情
は
お
そ
ら
く
郷
里
を

離
れ
た
も
の
に
し
か
理
解
で
き
な

い
、
共
通
の
感
情

の
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
。

朝
に
Ａ
家
で
何
匹
の
豚
が
生
れ

た
こ
と
が
夕
方
に
は
区
民
の
相
当

数
が
知

っ
て
い
る
情
報
伝
達
の
仕

組
み
や
そ
の
和
や
か
さ
な
ど
の
感

情
は
現
在
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
情

報
社
会
で
は
味
わ
え
な
い
気
が
し

ま
す
。
そ
こ
に
は
現
代
社
会
が
失

っ
て
き
た
大
切
な
も
の
が
あ

っ
た

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
は
す
べ
て
の
人
の
精

進

の
基
盤
で
あ
り
、
立
脚
点
で
あ

る
こ
と
は
間
違

い
あ
り
ま
せ
ん
が
、

心
に
し
ま

っ
て
お
く
だ
け
の
も
の

な
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。

幸
子
さ
ん
夫
妻

（仲
宗
根
）
、
桃
原

祐
好
さ
ん
（同
）、仲
田
正
誼
さ
ん
（同
）
、

宮
里
政
慈
さ
ん
（越
地
）
、
上
間
次

男
さ
ん
（謝
名
）
。

警
察
官
が
地
域
の
パ
ト
ロ
ー
ル

な
ど
に
追
わ
れ
交
番
を
留
守
に
す

る
こ
と
が
多

い
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ

イ
ア
は
交
番
を
訪
れ
る
観
光
客
な

ど

へ
の
地
理
案
内
や
本
部
署

へ
の

連
絡
業
務
な
ど
を
行
う
。

交
付
式
で
糸
数
署
長
は
、
「
み
な

さ
ん
の
活
動
で
地
域
の
安
全
セ
ン

タ
ー
と
し
て
、
交
番
が
充
実
す
る
」

と
激
励
し
た
。

七
月
七
日
、
今
帰
仁
小
学
校
の

全
体
朝
会
の
中
で
児
童
二
人
に
今

帰
仁
交
番
（村
吉
政
昇
交
呑
所
長
）

か
ら
「善
行
賞
」
の
賞
状
が
贈
ら
れ

た
。通

学
路
で
十
円
玉
を
拾

っ
て
交

呑
に
届
け
「菩
行
賞
」
を
受
け
た
の

は
、
同
小
二
年

の
山
城
理
紗
子
さ

ん
（仲
宗
根
）と
同
小

一
年

の
磯
川

■
電

瀾

一滅

」

麟
噸
出
田
彊
い

分

Ｈ
宙

本
部
警
察
署
（糸
数
直
浩
署
長
）

は
、
警
察
官
が
不
在
の
場
合
に
、
交

呑
業
務
を
支
援
し
て
も
ら
う
ボ
ラ

ン
テ
イ
ア
六
人
に
七
月

一
日
、
今

帰
仁
交
番
で
委
嘱
状
を
交
付
し
た
。

委
嘱
を
受
け
た
の
は
、仲
嶺
盛
治
・

＞
今
帰
仁
交
番
所
長
か
ら

二
人
に
賞
状
が
贈
ら
れ
た

l,111illi:
＞
交
番
の
留
守
を
あ
ず
か
る

六
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

利
音
君
（仲
宗
根
）。

良

い
行

い
を
し
た
子
供
た
ち
に

「善
行
賞
」
を
贈
ろ
う
と
今
帰
仁
交

番
が
考
え
た
も

の
で
、
今
回
の
二

人
が
第

一
号
、
一
一号
に
な
る
。

村
吉
交
番
所
長
は
「
わ
ず
か
十

円
で
も
、
大
切
に
す
る
心
を
持
ち

つ
づ
け
て
ほ
し

い
」
と
二
人
を
贅

え
た
。

今
帰
仁
小
の
出
城
さ
ん
、

磯
川
君
に
「善
行
賞
」

「郷
里
へ
の
想
い
」

ほ

ほ
「‐Ｂ
河一ｉＥ‐ｂ“，

〓
遷

お

ｒ
　

，

曇塞
】『い呻沖”“一

一
出

市
＝
＝
Ｐ
＝

一
報

……‐，附
剖
却

俗:

駆

Ｈ
＝
Ｈ
Ｖ

一一一
一̈”一一『削的

」一
出中いμ一

・一『日導

一Ｌ
」患
ョ

■
隆

イ

一

ド
遭
旧
ほ
穏
を
〓

洋
お
選
霊
露ｆ
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壮
年

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

（仲

尾
次
吉
澄
会
長
）
主
催
に
よ
る
第

二
十
二
回
壮
年

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
が
六
月
二
十
七
、
一
一十
八
、
一
一十

九

の
三
日
間
、
村
運
動
公
園
サ
ブ

グ
ラ
ウ
ン
ド
と
今
帰
仁
中
学
校
グ

9

ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
。

大
会
初
日
は
、
十
六
チ
ー
ム
が

四
ブ
ロ
ッ
ク
（予
選
リ
ー
グ
）
に
分

か
れ
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出

を
目
指
し
て
熟
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

最
終
日
、
ナ
イ
ト
ゲ
ー
ム
で
行

な
わ
れ
た
決
勝
戦
は
、
＞▼
し
ま

で

共
に
大
差
で
勝
ち
上
が

っ
て
き
た

今
泊
と
兼
次

の
イ
リ
ン
シ
マ
対
決

と
な
り
、
一兵
快
な
バ

ッ
テ
ィ
ン
グ

を
見
せ
た
今
泊
が
優
勝
を
飾

っ
た
。

な
お
個
人
賞
は
次
の
と
お
り

殊
勲
賞
　
新
城
満
（今
泊
）

敢
闘
賞
　
大
城
薫
（兼
次
）

打
撃
賞

村
体
育
協
会
主
催
の
第

一
回
村

ゴ
ル
フ
選
手
権
大
会
が
七
月
十
日
、

オ
リ
オ
ン
嵐
山
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
分

―
七
二
）
で
行
な
わ
れ
三
十
七
人

が
出
場
、
高
度
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
を

一所
っ
た
。

今
大
会
は
七
月
三
十

一
日
、
べ

ル
ビ
ー
チ
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
（崎
本
部
）

で
開
催
さ
れ
る
国
頭
郡
大
会
に
出

場
す
る
村
代
表
の
選
考
を
兼
ね
る

大
会
。
一
般
的
に
行
な
わ
れ
る
フ

一
位

二
位

三
位

与
那
嶺
誠
（今
泊
）

与
那
嶺
勝
明
（兼
次
）

上
間
恒
章
（今
泊
）

ロ
ン
ト
テ
イ
ー
（六
千
五
百
ヤ
ー
ド
）

よ
り
距
離
の
長

い
レ
ギ

ュ
ラ
ー
テ

ィ
ー
（六
千
九
百
ヤ
ー
ド
）か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
。

プ
レ
ー
終
了
後
、
同
ゴ
ル
フ
ク

ラ
ブ
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
次

の

上
位
十
二
人
が
郡
大
会
に
派
遣
さ

れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

高
山
朝
光
、
玉
城
幸
勝
、
岸
本
本
真
、

城
間
勉
、
渡
慶
次
道
孝
、
与
那
嶺
直

樹
、
新
城
満
、
与
那
嶺
朝
勇
、
仲
宗

根
勝
三
、
上
間
賢

一
、
運
天
英
彦
、

伊
波

一
男

深
夜
は
い
か
い
防
止
の
意
見
発

表
で
は
今
帰
仁
中
学
校
三
年
の
諸

喜
田
大
輔
君
（兼
次
）が
「自
分
の
考

え
を
し

っ
か
り
持

っ
て
誘
惑
に
負

け
な
い
よ
う
に
し
よ
う
」
と
訴
え
た
。

式
後
は
、
今
帰
仁
中
学
校

の
吹

奏
楽
部
を
先
頭
に
、
旧
今
帰
仁
中

学
校
ま
で
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
な

が
ら
パ
レ
ー
ド
を
行
な

い
、
ド
ラ

イ
バ
ー
や
道
行
く
人
に
交
通
安
全
、

深
夜
は
い
か
い
防
止
を
呼
び
か
け

た
。

＞
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ラ
カ
ー
ド
を
手
に

旧
今
帰
仁
中
ま
で
街
頭
パ
レ
ー
ド

「
夏

の
交
通
安
全
県
民
運
動

≧
目

少
年
深
夜
は

い
か

い
防
止
今
帰
仁

大
会
」
の
出
発
式
が
七
月
九
日
、
村

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
た
。

式

で
は
、
安

田
清
正
本
部
地
区

交
通
安
全
協
会
長
や
糸
数
直
浩
本

部
警
察

署
長
、
我
那
覇
ト

シ
子
村

婦
人
会
長
が
あ

い
さ

つ
し
、
飲

酒

運
転
撲
滅
、
深
夜
は

い
か

い
の
防
止
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ

ャ
イ

ル
ド
シ

ー
ト

の
着
用

の
徹
底
を
呼
び
か
け

た
。

日
頭
郡
大
会
に
出
場
す
る

十
二
人
が
決
定
督
堂
選手雲
バ

壮年ソフトボール大会▲優勝した高山さん (中 )2位の玉城さん (右 )

3位の岸本さん (左 )

レ

撃 申 )

▲優勝して笑顔の今泊チーム

交
通
事
故
防
止
、

深
夜
は
い
か
い
防
止
を

訴
え
な
が
ら
街
頭
パ
レ
ー
ド

＞
深
夜
は
い
か
い
を
や
め
よ
う
と

訴
え
た
諸
喜
田
大
輔
君

／
ヽ

Ｌ

，
・
注
偽
〈

▲
二
日

ご▼

鰯



柑には曽様の様々な悩みに

お答えするための

相談窓口があります。

相談は無料で秘密は

守られます。

お気軽にこ相談下さい。

③法律相談

(相談員)玉 城 嵩男 弁護士

④行政相談

(相談員)新 垣  侃  a56-3148

と き 平成 16年9月 15日 (水 )午前 10時～午後3時

ところ 村コミュニティセンター

翁児 童 扶 養 手 当

村役場保険予防課
国民健康保険係からの
お知らせ

国保税及び一部負担金の減免等の制度がスタ

ー トします。災害・失業・疾病等の理由により生活

が著 しく困難とな り、納付及び一部負担金の支払

いが難 しくなった方を対象に相談が受けられます。

詳 しくは下記担当課まで

保険予防課 国保係

TEL.562101 内線 125、 126

g

特別児童扶養手当

骨
這

罵
督

曾―
―
 IF IIイ || |、

|

||   |―    -    1●
: :||       ‐    ||||

児重扶養薯蟄つて何?
一人ひとりの児童が′心身ともにすこやかに成長 して欲

しい、これは、国民すべての願いです。

児童扶養手当制度は、離婚や死亡などによって父のい

ない (父のいない状態の)児童が充実 した家庭生活を送

れるよう、その家庭の安定と自立の促進を図るための制

度です。

〈受給資格〉
18歳未満で、次のいずれかにあてはまる児童の母、も

しくは、母がいないか監護しない場合は、その児童を養

育する方に対して児童扶養手当が支給されます。

●父母が離婚後、父と別れて生活 している児童

0父が死亡 した児童

0父が重度の障害の状態にある児童

●父の生死があきらかでない児童

0父がひきつづき 1年以上遺棄 (家庭をほうり出して面

どうをみなくなった状態)し ている児童

●父が法令により 1年以上拘禁されている児童

0母が婚姻によらないで出生 した児童

特別児重鉄養季豊つで何 ?
重い障害や病気を持つ児童を家庭で養育 している父母、

あるいは、父母にかわってその児童を養育している方に、

児童の福祉の増進を図ることを目的として支給されます。

《蔓給資格》
精神又は身体に、中度以上の障害のある20歳未満の児

童が対象となり、次のいずれかにあてはまる児童の父母、

もしくは養育 している方に支給 されます。

室烹ご象児童霊
・政令で定めた障害の状態にあること
。日本国内に住所を有すること
・障害を支給事由とする年金を受けていないこと
・児童福祉施設に入所措置 されていないこと

=受給資格者=
・障害や病気をもつ児童を監護 している父者 しくは母
・障害や病気をもつ児童を養育 している方
。日本国内に住所がある方

詳しくはゝ|,寸俊易 。
1ヨ4止討譜 全50-望|!139ま で

7広 報 な き じん (2004年 )平成16年 8月 1日
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平成16年4月 1日 から
児童手当が小学校3年生まで拡大されました
平成 16年4月 1日から、児童手当制度が拡充されました。

支給対象年齢が、現在の義務教育就学前 (6歳到達後最初の年度末)までから、小学校第3学年修

了前 (9歳至」達後最初の年度末)ま でに拡大されます。

新たに、児童手当等を受けようとされる児童の保護者の皆様につしヽてlよ、市区町村の窓国(公務

員の方 |よ勤務先)で、認定請京等の手続きが必要となります。

なお、改正に伴う新規請求等は、法施行日より、平成 16年 9月 30日 まで受け付けたものに限り、

特 l夕 l的 に4月 ]日 (また lよ支給要件に該当した日)にさかのばつて支給されます。

平成 ]6年 3月 31日 まで、当該児童に係る児童手当等を受給していたイ呆護者の方 |よ、特段の手

続きは必要ありません。(児童手当等 lよ 4月以降も引き続き支給されます。)

上記に該当しない保護者の方で、受給資格がある場合は、認定請求が必要になります。(下記参

貝く )。

現在、児童手当等を受給してしヽない保護者の方 lよ認定請求、現在すでに就学前児童について児

童手当等を受給されている保護者の方は額改定認定請求が必要となります。なお、請求書のほか、

認定に必要な添付書類 |よ、

・健康保険被保険者証の写し等 (請求者が厚生年金加入者等の場合)

・所得証明書 (当該市町村にその年の 1月 ¬日に住所がなかつた場合)

などとなつています。

※所得が一定額以上の場合、児童手当等が支給されない場合があります。

詳しくは、村役場・福祉課 TEL56‐4189まで

成16年度小学校入学児童等の保護者の皆様
(平成9年4月 2日生まれ～平成10年4月 1日生まれ)

平成 16年度小学校2・ 3年生の児童等の保護者の皆様
(平成フ年4月 2日生まれ～平成9年4月 1日生まれ)

平成16年度 中央公民館講座

「陶芸教皇J受講生募集!!

☆講座内容☆

土に触才1、 工程の基本を学び自作の器を生渚に渚かす、

初心者の為の講座

☆講 日市:嶋 原 徳 七 〔あはんなばる工房〕

☆受講日程 :9月 8日 (水 )、 15日 (水 )、 22日 (水 )、 29日 (水 )

]0月 20日 (水)か 2フ 日 (水)の 1日 計 5回

時間 :夜8時から10時まで 会場 :中央公民館研修室

☆受講要件 :上記受講日程全工程で、ひとつの作品が仕上がります

ので、全日程参加できる方。

☆募集定員 :一般成人対象20人 (定員に達し次第締め切ります。)

☆受 講 料 :無料(但 し、個人に係る材料費は実費負担となり諜す。)

☆申込方法 :電話叉はFAXにより

(氏名、住所、性別、年齢、連絡先の電話番号)

☆申 込 先 :◆帰仁村枚育委員会 (社会教育課 担当 :内間)

(TEL56-2645 FAX56-52フ4)

黒ホースと道路憂護

8月は道路憂護月間です。
現在、村役場では村道等の路面補修 (アスファル トや採石な

ど)を行つてしヽますが、その補修が必要となつた原因の殆どが

排水不良によるものなのです。

排水路にlよ雨水だけでなく、土砂や木の葉 草と一緒に空き

缶、ビニール袋などのゴミも流れて詰まつているのです。そし

て、その詰まり先端には必すと言つていいほど、黒ホースが敷

設されています。

排水内のホースに草やビニールが絡まりその後にはゴミや土

砂などが堆積して排水を詰まらせてしヽます。

さて、黒ホースの所有者のみなさん、責任を持つて自己の財

産を管理できませんか。撤去できなくても、排水を健全に維持

しながら敷設することは可能ではありませんか?

村役場 建設課
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毎月勤労統計調査特別調査についての
お願い

厚生労働省では、本年 7月 31日 現在で、常用労働
者を 1人から4人雇用している事業所を文す象に、毎
月勤労統計調査特別調査を実施します。

この調査は、1～ 4人規模事業所における賃金、
労働時間及び労働者数の動向を都道府県別に明ら
かにするなどの目的をもつ大切な調査です。調査対
象となる事業所には、8月 から9月 にかけ統計調査
員が訪問して調査票を作成いたします。

調査 した内容は統計を作るためにのみ使われま
すので、御協力いただいた皆様に御迷惑をおかけす
ることは絶対にありません。
御多忙のこととは存じますが、調査の重要性を御

理解の上、御協力くださるようお願いいたします。
厚生労働省

行政書士業務無料相談
1.場  所

2.開催 日程

3.主な相談内容

沖縄県行政書士会館
〒901‐2132 浦添市伊祖4丁 目6番2号

TEL(098)870‐ 1488 FAX(098)876‐ 8411

毎月第2月 曜又は第3月 曜日
9時～17時 (秘密厳守)

①各種営業許可、登録を受けたいとき
②建設業の許可
③農地転用手続。開発行為許可申請
④相続遺言等に関する事項
⑤法人を設立したいとき
⑥自動車の登録。一般貨物運送許可申請
⑦交通事故のご相談
③産業廃棄物処理
③契約書、示談書等の作成
⑩その他、官公署へ提出書類について

村
役
場
建
設
課

水
道
係
か
ら
の

お
知
ら
せ

●
水
道

の
使

用
を
や
め
る
と
き
、
使

い
始

め
る
と
き
は
、
３
日
前

ま

で

に
連
絡
く
だ
さ
い
。

一
、
水
道

の
使
用
を
や
め
る
と
き

（
ア
）
お
引
越
し
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、

電
話

で
次

の
こ
と
を
お
知
ら
せ
く

だ
さ

い

○
水
栓
番
号

（使
用
水
量

の
お
知
ら

せ
に
書

い
て
あ
り
ま
す
）

○
収
納
簿
呑
号

（
水
道
料
金
領
収
証

書

に
書

い
て
あ
り
ま
す
）

○
住
所

・氏
名

○
お
引
越
し
月
日

（
最
後

に
水
道
を

使
用
す
る
日
）

○
お
引
越
し
先

の
住
所

・
電
話
番
号

な

ど

○
精
算
方
法

（
口
座
振
替

。
お
引
越

し
先

に
納
入
通
知
書
を
郵
送

。
当

日
支
払
）

※
お
引
越
し
当

日
は
、
蛇

口
な
ど
を

完
全

に
閉
め
て
く
だ
さ

い
。

一
く
水
道
を
使

い
は
じ
め
る
と
き

（
ア
）
ご
入
居
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、

次

の
方
法
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

○
水
道
使

用
異
動

届
を
村
役
場

で

記
入
し
直
接
申
し
込
む
。

（電
話
で
の
申
し
込
み
も
可
能
で
す
。
）

※
水
道
は
、
止
水
栓

（
元
栓
）
に
よ
る

閉
栓

や
水
道

メ
ー
タ
ー
を
は
ず
し

て

い
る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、

３
日
前
ま

で
に
連
絡
下
さ

い
。

●
水
道
水
が

い
つ
も
と
違
う

一
、
水
が
赤

っ
ぽ

い

水
道
工
事
、
突
発
事
故

に
よ

っ

て

一
時
的
に
水
道
管
内

の
鉄
サ
ビ

が
流
れ
出
し
た
も

の
で
す
。
し
ば

ら
く

の
間
、
飲
む

こ
と
を
さ
し
ひ

か
え

て
、
蛇

日
か
ら
水
を
出
し

て

お
く
と
き
れ

い
に
な
り
ま
す
。

一
一
、
水
が
白

つ
ぽ

い

水

の
な
か
に
小
さ
な
気
泡

兌
工
気
）

が
入

っ
た
た
め

で
す
。
し
ば
ら
く

す
る
と
色
が
消
え

て
き
れ

い
に
な

り
ま
す
。
し
ば
ら
く
使
用
し

て
も

変
化

が
な

い
場
合
は
、
がし
連
絡
く

だ
さ

い
。

〓
一、
水
に
油
膜
が
浮
く

水
道

工
事
等

で
微

量

の
油

が
流

れ
出
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

水

の
使
用
を
控
え

い
建

設
課
水
道

係
に
お
問

い
合
わ
せ
下
さ

い
。

四
、
水
が
に
お
う

！

水

道

の
水

は
塩
素

と

い
う

薬

品

で
消
毒

し

て

い
ま
す

の
で
、
に
お

う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
＞」
の
に
お

い
は
、
殺
菌

さ
れ

て
安
全
と

い
う

証
拠

で
す
。
安
心

し

て
ご
使
用

下

さ

い
。

●
悪
質

な
点
検
商
法

に

こ
注
意

下

さ
い
。

水
道
事
業
者
を
よ
そ
お

つ
た
り
、

村
役
場
か
ら

の
指
示
だ
と
偽

る
な

ど
し

て
、
水
道

メ
ー
タ
ー

の
交
換

や
点
検
料
等

の
名
目
で
代
金
を
請

求
す
る
悪
質
な
商
法
が
増
え

て
い

ま
す
。

一
、
水
道
事
業
者
や
村
役
場
建
設
課

水
道
係

で
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
を

行

っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

（
ア
）水

道

メ
ー
タ

ー
を
交

換

し

た
際
に
お
金
を

い
た
だ
く
こ
と

（
イ
）
お
客

さ
ま

か

ら

ご
連

絡

が

な

い
の
に
、
水

質

・
水

圧
検

査

や

給
水
管
交
換
、
水
道

メ
ー
タ
ー
等

の
給
水
装
置
の
点
検
を
行

っ
て
お

金
を
い
た
だ
く
こ
と

（
ウ
）浄
水
器
等

の
訪
問
販
売

や

レ
ン
タ
ル
、
あ

っ
せ
ん
を
行

っ
て

お
金
を

い
た
だ
く
こ
と

●
給
水
装
置
の
工
事
・
維
持
管
理
は

「
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
（
指

定
店
と
に
！

給
水
装
置
の
工
事
は
、
水
質
保
全

上
の
観
点
か
ら

一
定
の
資
格
を
満

た
し
て
い
る
工
事
店
を
指
定
し
た

「
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
（指

定
店
江

が
行
う

こ
と
と
な

っ
て

お
り
、
資
格

の
な

い
事
業
者
あ
る

い
は
個
人
が
、
給
水
装
置
の
設
置

や
改
造

（
蛇
回
の
交
換

の
よ
う
な

簡
単
な
工
事
を
除
く
）
を
行
う
こ

と
は
違
法
と
な

っ
て
い
ま
す
。

今帰仁村内指定結水装置工事事業者(指定店)

(五十音順)※ こ不明な点など、詳しいことは村役場建設課水道係までお問い合わせ下さい。TEL 56-210¬

店 名 住 所 電話番号

池田電建(有 ) 天底フ9-1 56-30フ O
上宏工業(有 ) 天底86 56…2999
金星興産 (株 ) 仲宗根249-5 56‐2453
金良建設(株 ) 仲宗根3フ9 56-4フ04
向陽電気 諸志 ]99 56-4765
ジェイサービス 仲宗根266 56-5130
丸和産業(株 ) I:ウ或635 56-3969
峰産業 越地296 56-5550
嶺志電社 諸志2]5 56-5880
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保健師
だより

検
診
結
果

・

活
倉
し
て
変
身

今
年
も
七
月
末
か
ら
住
民
検
診

が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
、
も

う
受
診
さ
れ
ま
し
た
か
？

早
い
地
域
で
は
も
う
す
で
に
結

果
が
届
い
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。検
診
は
受
け
た
後
が
大
切
で
す
。

結
果
を
も
と
に
生
活
を
見
直
し
、

健
康
管
理
に
役
立
て
て
下
さ
い
。

が
ん
検
診
で
「要
精
査
」

と
判
定
さ
れ
た
ら

が
ん
検
診
を
受
け
た
方
で
「
要

精
査
」
と
判
定
さ
れ
て
も
、
病
院
を

受
診
し
な
い
方
が
よ
く
い
ら

つ
し

ゃ
い
ま
す
。
自
己
判
断
せ
ず
専
門

の
医
療
機
関
を
受
診
し
、
病
気

の

早
期
発
見
に
努
め
ま
し
ょ
う
―

①
胃
検
診
で
「要
精
査
」
の
方

胃
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
の
他
に
、

内
祝
鏡
検
査
（通
称
冒
ロ
カ
メ
ラ
し

が
あ
り
ま
す
。
専
門
の
医
療
機
関

を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

②
大
腸
検
診
で
「要
精
査
」
の
方

大
腸
が
ん
は
初
期
に
は
自
覚
症

状
が
少
な
く
、
な
か
な
か
見

つ
け

に
く
い
が
ん
で
す
。

直
腸
が
ん
は
肛
門
か
ら
指
を
入

れ
て
が
ん
が
あ
る
か
ど
う
か
分
か

り
ま
す
。
ま
た
、
直
腸
鏡
を
肛
門
か

ら
入
れ
、
直
接
腸
の
内
部
を
観
察

す
る
検
査
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
肛
門
か
ら
バ
リ

ウ
ム
を
入
れ
て
腸
の
内
部
を
見
る

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
も
あ
り
ま
す
。

専
門
の
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

「要
精
査
」
と
判
定
さ
れ
た
方
の

大
部
分
は
良
性
の
病
気
で
す
の
で

す
ぐ
に
「
が
ん
だ
」
と
心
配
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
「ど
う
せ
痔
の
出
血
だ
」
と

自
己
判
断
せ
ず
、
き
ち
ん
と
検
査

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

③
肺
検
診
で
「要
精
査
」
の
方

肺
が
ん
は
で
き
る
場
所
に
よ
つ

て
、
肺
の
入
口
付
近
の
太
い
気
管

支
に
出
来
る
肺
門
部
型
肺
が
ん
（喫

煙
者
に
多
い
）
と
、肺
の
奥
の
末
梢

部
分
に
で
き
る
肺
野
末
梢
部
型
肺

が
ん
が
あ
り
ま
す
。

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
は
肺
野
末
枯

部
型
、
喀
痰
検
査
は
肺
門
部
型
の

肺
が
ん
の
早
期
発
見
に
有
効
で
す
。

精
査
と
判
定
さ
れ
た
方
は
気
管

支
内
に
フ
ア
イ
バ
ー
ス
コ
ー
プ
を

入
れ
て
、
直
接
気
管
支
内
を
見
る

気
管
支
鏡
検
査
や
、
肺
の
Ｃ
Ｔ
検

査
等
を
受
け
て
、
詳
し
く
見
て
も

ら
い
ま
し
ょ
う
。

の
は
「
肥
満
」
。
肥
満
は
高
血
圧
や

高
脂
血
症
、
糖
尿
病
を
引
き
起
こ

す
万
病

の
も
と
。
最
近
で
は
肥
満

に
伴
う
健
康
障
害
の
集
合
体
を
「
メ

タ
ボ
リ

ツ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
と

呼
び
ま
す
。
次
の
５
項
目
の
う
ち
、

３
項
目
以
上
を
満
た
す
人
が
「
メ

タ
ボ
リ

ツ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
に

当
て
は
ま
り
ま
す
。

１
、
ウ
エ
ス
ト
周
囲

男
　
８
５
セ
ン
チ
以
上

女
　
９
０
セ
ン
チ
以
上

２
、
中
性
脂
肪

１
５
０

ｍｇ
／
ｄｌ
以
上

３
、
高
血
圧

上
が
１
３
０
以
上

下
が
　
８
５
以
上

４
、
低
Ｈ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｃ
血
症

男
　
４
０

ｍｇ
／
ｄｌ
以
下

女
　
５
０

ｍｇ
／
ｄｉ
以
下

５
、
耐
糖
能
異
常

空
腹
時
血
糖

１
１
０

ｍｇ
／
ｄ‐
以
上

倍
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

少
し
だ
け
基
準
値
を
超
え
た
場

合
、
「
ど
う
せ
大
し
た
こ
と
な

い
」

と
安
心
し
て
い
ま
せ
ん
か
？
例
え

ば
ウ
エ
ス
ト
８
５
セ
ン
チ
で
中
性

脂
肪
１
５
０

呼
／／
ｄｌ
、
血
圧
が
１

３
２
／
８
０
の
男
性
の
場
合
、
何

の
病
名
も

つ
か
な
い
可
能
性
も
あ

り
ま
す
。

し
か
し
こ
の
３
つ
は
偶
然
揃

っ

た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
つ
が

飛
び
抜
け
て
悪

い
よ
り
も
、
少
し

悪
い
も
の
が
三
つ
以
上
あ
る
方
が

実
際
は
要
注
意
な
の
で
す
。

「
最
近
太

っ
た
」
と
感
じ
る
方
、
検

診
で
「
肥
満
」
と
判
定
さ
れ
た
方
は

こ
れ
を
機
会
に
生
活
習
慣
を
見
直

し
て
み
ま
し
ょ
う
―

村
で
は
毎
週
月
曜
日
の
午
前
中

に
健
康
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す

気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

ま
た
、
検
診
後
、各
公
民
館
で
健

康
相
談
も
実
施
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
下
さ
い
。

気管支の末梢にできるもの

軽
い
異
常
を

見
逃
し
て
い
ま
せ
ん
か

今
、
村
で
問
題
に
な

っ
て
い
る

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

は
、
そ
う
で
な
い
人
と
比
べ
て
、
動

脈
硬
化
に
な
り
や
す
い
リ
ス
ク
は

２

・
５
～
３
倍
、
糖
尿
病
は
１
０

(肺野末梢部型
日市ガDヾ /ヽザ)

るもの

健康

相談
毎週 月曜日

8:30～ 11:30
保健センターにて
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8 月/葉月

(13120～ )

まヽ―る事業 (与那嶺) (8:30～ 11:30)

オ ー

り″ヽビリ ヌーポロ教室 (1900～■盟5)村民ブール、26日 まで

(崎山・平敷) (14:00～ )

(仲宗根 ) デイケア (13:00～ )

なきじん乙羽まつり ウォーキン (19:00～ )

なきじん乙羽まつり (29日 まで )

で

まヽ―る事業 (8:30～ 11:30)

リハビリ (13:00～ ) ウォーキング12週間講座 (1)00～ )

まヽ―

「 (楽 しい)ウ ォーキング12週間」講座 (1900～ ) 9月 /長月

ムラ・シマ講座 ウエ漁禁漁

ル フ

ォーキング (7:00～ 9:00) (10,00～ )

まヽ―る センター)

ウォーキン (19:00～ )

人ソフトバレー

まヽ―る事業 (も れ者検診)保健センター

3
まヽ―る事業 (今泊) (8:30～ 1■ 30)

ゆ い

九州大会、ホッケー (村運動公園 22日 まで) ウォーキング12週間講座 (1900～ )

k彰ノン

日

月

火

水

本

全

土

日

月

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10火

11水

12木
13金

14土
15日

16月

17火
18水

19木

20金

21土
22日
23月
24火
25水
26木
27金
28土
29日
30月

31火

水

木

金

上

回
一

月

火

１

２

３

４

５

一６

７

一一

こ
の
岩
が
あ
る
海
岸
線
は
、
兼
次
の
浜
と
呼
ん
だ
り
し
ま
す

が
、
今
泊
の
地
先
に
あ
り
ま
す
。

夏
に
な
る
と
、
海
に
夕
日
が
沈
み
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い

名
所
だ
と
思
い
ま
す
。

今
月
号
の
写
真
は
、
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
な
の
で
横
位
置
に
し

て
み
ま
し
た
。

ご

寄

付

村
社
会
福
祉
協
議
会

ヘ

○
座
間
味
薫
さ
ん
（玉
城
九
二
）
よ
り
父
、
栄
穏
様
の
香
典
返
し

と
し
て
十
万
円

○
安
谷
屋
健
助
さ
ん
（宜
野
湾
市
志
真
志
四
―
二
五
―

一
五
）
よ

り
父
、
忠
吉
様
の
香
典
返
し
と
し
て
三
万
円

ご
芳
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

1

開催期日:平成16年 11月 13日 (土 )・ 14日 (日 )

開催場所 :J隅[12市町村

募集期間:平成16年 8月 1日 (日 )～ 9月 30日 (木 )

特定非営利活動法人ツール・ド・おきなわ協会

住 所 沖縄県名護市港2-+1(名 護市民会館 2階 )

TEL 0980-54-3174

FAX 0980-54-3169

URL http://www.tour― de―okinawa.jp

担当 斎藤     カ

f



い
Ｌ

Ｌ
■
可 漕 I

一　
　
一■
ド
　
一・
ま
，

村
漁
業
協
同
組
合
釜
口納
清
憲
組

合
長
）主
催
の
第
五
十
二
回
海
神
祭

が
七
月
十

一
日
、
運
天
漁
港
で
盛

大
に
行
な
わ
れ
た
。

開
会
式
で
喜
納
組
合
長
が

「
さ

ま
ざ
ま
な
催
し
が
あ
り
、
楽
し
ん

で
下
さ
い
」
と
あ

い
さ

つ
。
そ
の

後
、
い
ま
じ
ん
太
鼓
が
息

の
合

っ ▲力強いかいさばきを披露したゆめじんチーム 運天漁港で海神祭

た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
披
露
し
て

会
場
を
盛
り
上
げ
た
。

ハ
ー
リ
ー
競
漕
に
は
、
村
内
の

小
、
中
学
生
は
じ
め
、
村
外
か
ら

も
多
く
の
チ
ー
ム
が
参
加
。
か
い

が
折
れ
る
ハ
プ

ニ
ン
グ
が
飛
び
出

す
ほ
ど
白
熟
し
た
レ
ー
ス
を
展
開

し
た
。

チ
ビ

ッ
コ
角
力
大
会
、

ハ
ー
リ

ー
競
漕
の
優
勝
チ
ー
ム
は
次
の
と

お
り
。

チ
ビ
ッ
コ
角
力

‐
仲
宗
根
Ｂ

ハ
ー
リ
ー
競
漕

小
学
生

！
古
宇
利

中
学
男
子

‐
サ
ッ
カ
ー
部
Ａ

中
学
女
子

‐
ち
る
ち
る
み
ち
る

一
般
女
子
（村
内
外
▼

ピ
ン
ク

パ
ン
ダ

一
般
男
子
（村
内
▼

ヒ
メ

一
般
男
子
（村
外
▼

カ
イ
コ
ン

▲熱い日差しの中行われたチビッコ角力大会

ル

イ
ア

/′ を

ヽ
お

・
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兼
次
で

！

わ
。

券
実
る

七
月
初
旬
、
兼
次

区
の
金
城
幸

一
さ
ん

の
裏
庭
に
白
蛇
に
そ

っ
く
り
な
細
く
て
長

い

「
ヘ
ビ
ウ
リ
」
が

実
り
地
域
の
話
題
に

な

っ
て
い
る
。

ヘ
ビ
ウ
リ
は
、
イ

ン
ド
原
産
の
ウ
リ
科
。

一
本
の
苗
か
ら
十
五

本
ほ
ど
実
を
結
び
、
大
き
な
も
の
は
長
さ

一
・
三

ト
ル
に
も
成
長
し
て
い
る
。

東
南

ア
ジ
ア
で
は
、
若

い
実
を
食
用
に
す
る
こ
と
も

あ
る
よ
う
だ
が
日
本
で
は
観
賞
用
に
育

て
る
こ
と
が
多

い
よ

つゝ
だ
。

＞

緑
白
色
の
実
を
つ
け
た
ヘ
ビ
ウ
リ

持
‐―

}

▲フリルがついたような
かれんな花が咲くヘビウリ

メ
|

―カササギヒタキ科―

初夏の訪れと共に南の国から渡つてくる夏鳥。
山地の林や御願所、集落内のヤンシリー等薄暗い場所を好み、

V字型に枝分かれしたあまり高くない所で逆三角すい状の巣
を作 ります。
「ツキ、ヒ、ホシ、ホイホイホイ」とさえず り、昔の人は「月、日、

星、」と聞いて「三光鳥」としました。
村の鳥にも指定されていますが、集落内においてはカラス

に追われ営巣する個体が非常に少なくなっています。 カラ
スが増えないように、ゴミの出し方等色々なことを考える時
が来ているのかとも思います。

観察地 (4寸 内各地 )

沖縄県鳥獣保護員 (仲村渠智)今泊

シリ■ズ今用は班 ち (D

サンコウチョウ ♂


